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概要：本研究では，衣服を着用する際に行く場所や，そこで会う予定の人などといった状況（コンテキス

ト）と，試着した自分の姿を照らし合わせることができる試着ミラーシステムを開発した．着用する際の

目的に合わせて衣服を選ぶ場合，鏡を使った従来の試着のスタイルでは，試着をした自分の姿が着用する

シーンでどのように他人から見られるかを想像し，コンテキストと照らし合わせることで考慮されてきた．

試着の際に行われるこの照らし合わせを，よりわかりやすく感覚的に行うための情報提示を取り入れた，

試着ミラー型システムの実現することが本研究の目的である．試着した自分の姿を特定の場所に合成した

映像を提示したり，会う予定の他人の姿を試着した自分の隣に並べて提示したりすることで，試着した服

装を着用する際のコンテキストに照らし合わせて確認できる．本稿では，服装コーディネート支援システ

ムの概要やプロトタイプシステムの実装について報告する．

A Fashion Coordination Support System
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Abstract: In this study, we introduce a fitting mirror system, by which the user can check whether his own
appearance is suitable for a given situation like the place to go or the person to meet. Conventionally, when
we choose clothes in front of mirror for a particular occasion or location, we imagine our own appearance at
the aforementioned situation. The purpose of this study is to implement a fitting mirror system which can
support this process more visually. In our system, the user can choose the appropriate clothes for a given
situation, by placing his own personal image in a particular scene or next to a particular person’s image on
the screen. In this paper, we introduce our proposed system and explain about the implementation of the
prototype system. Lastly, we evaluate the usability of the system.

1. はじめに

１日の服装を選ぶことは，日々の生活において避けられ

ないものである．そしてそれは，自分がどんな服を着たい

かというファッションの好みだけでなく，その他の様々な

情報から判断して決めなければならない．辻田らの調査 [1]

によれば，「服装を決める際に考慮するものは？」という
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質問に対し，全体の約 6割にあたる 46人が「天気・気温」

や「当日に会う人」と回答した．このような，天候や場所

などといった環境や，当日に会う人といった状況も，その

日の服装を左右する要因になる．環境を考慮せず服装選べ

ば，温度調節の出来ない服装をしてしまうことをまねいた

り，その場所の雰囲気に合わない格好をしてしまうといっ

た失敗をまねくこともある．また，会う人に応じて，目上

の人と会うのに失礼のないようなフォーマルな服装，友人

と会うときのカジュアルな服装などを，それぞれに合わせ

て選ぶ必要もあるだろう．

服装選びにおいて，自分のコーディネートを確認・検討

するための行為として，衣服の試着がある．しかし，試着
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をして自分の姿を鏡で確認する際，そのコーディネートが

着用する予定のコンテキストに対して適切かという評価は，

鏡を見ただけで判断することが難しい．例えば，子供の授

業参観に参加するために着ていく服装を選ぶというときは，

授業参観の会場や状況などを想像し，そこに試着した自分

の姿を照らし合わせることで，その状況に適したコーディ

ネートであるかを判断する．同様に，誰かと会うときの服

装を決めるという場合でも，その人と並んでいる様子を想

像して，試着した自分の姿と相手の姿を照らし合わせて

判断する．しかし，様々なシーンを具体的に想像し，コー

ディネートを判断するには経験がであり，着用するシーン

の具体的なイメージがわかなければ，この方法でコーディ

ネートが適切かを判断することは難しくなってしまう．

そこで筆者らは，特定の場所や状況といったコンテキス

トに，試着した自分の姿をよりわかりやすく照らし合わせ

て確認できる，試着ミラー型システムを考案，制作した．

コンテキストに適しているかを想像で考慮していた，鏡を

使った従来の試着のスタイルに対し，試着したシステムの

ユーザの姿を特定の背景映像に合成したり，試着をした自

分の隣に会う予定の人や過去の自分の姿などを合成したり

といった機能を持つ．本システムは，場所や会う人などの

コンテキストに自分の姿をあてはめ，それらとの照らし合

わせをより簡単かつわかりやすくするための情報を提示

する．

本稿では，提案 するシステムの機能やプロトタイの実装

について述べる．また，システムの使用感や印象を調査す

る実験を実施したので，これを報告する．

2. 関連研究

2.1 バーチャル試着システム

服装コーディネートの決定を支援する研究としては，文

献 [2][3]をはじめとした，バーチャルに試着を実現する試

着シミュレータの研究が広く行われてきた．このバーチャ

ル試着は，カメラで撮影した人の体に衣服の CGを重畳表

示し，ディスプレイを通して試着した姿を確認するものが

多い．実際に衣服を着用する必要がなく，時間短縮，効率

化を実現している．また，バーチャル試着システムは，試

着が行えない e–コマースサービスとの親和性も高く，文

献 [4]のような応用も見られる．近年では e–コマースサー

ビスの需要も高くなってきており，実用化にむけた取り組

みが今後も推し進められていくことが予想される．

2.2 試着した姿の記録と再利用

試着したユーザの姿を撮影し，その画像をコーディネー

トの決定支援に活用する研究がある．佐藤らの suGATA-

LOG[5]は，衣服を着用したユーザの姿の画像からトップ

ス部分とボトムス部分を抽出し，コーディネートのシミュ

レーションを行うシステムである．衣服の画像をそのまま

人に重畳するのではなく着用している状態の画像を使うこ

とで，より自然な着用シミュレーションを実現している．

また，撮影したコーディネートを再利用することで，日々

のコーディネートのライフログとしての活用機能も備えて

いる．

さらに，[6]を始めとしたファッションを題材にした SNS

では，スマートフォン等で撮影した自分のコーディネート

を投稿し，互いに評価し合ったり，他人のコーディネート

を自分の参考にしたりといったコミュニケーションが行わ

れるようになった．SNSを通して，自分のコーディネート

を記録するだけでなく，他人のコーディネートを活用する

ことが行われている．

2.3 着用時の状況を考慮したコーディネート支援

衣服の着用時の状況を考慮した服装コーディネートを実

現するシステムとして，辻田らのAsa1-coordinator[1]があ

る．Asa1-coordinatorは，会う人と天候，持っている服か

らコーディネートを決めるシステムで，会う予定の人の前

で着ていた服やその日の天気などの情報を参考に，1日の

コーディネートを決めることができる．

本研究も同様に，着用するシーンを考慮したコーディ

ネートの決定を支援するものであるが，Asa1-coordinator

では，実際にその人に会う際にどう見れるか，のような観

点は想像で補わなければならない．

2.4 本研究の位置づけ

コンピュータによる試着支援の研究は，画像処理や CG

技術を用いたバーチャル試着が広く研究されており，実際

に衣服を試着しない，より素早く効率的な試着を実現する

ための試みが多い．一方で，本研究が注目するような，選

んだコーディネートが着用する予定のコンテキストに適切

かどうかのような，コーディネートの判断を支援するため

の研究も有用であると考えられる．

本研究では，実際に服を試着してその姿を確かめる状況

を想定し，試着したユーザの姿を，場所や特定の人と会っ

ているときなどの状況に合成して，着用時をシミュレー

ションした映像を提示するというアプローチを用いる．特

定の場所などの背景シーンや他人の姿の映像を用意し，試

着しているユーザを背景に合成したり，他人の姿を自分の

隣に呼び出す機能を持つ．試着した自分の姿と，着用する

際の状況（コンテキスト）を，想像ではなく目で見て照ら

し合わせ，コーディネートが適切かどうかを，より直感的

に判断できることが期待される．

3. 提案システム

3.1 システム概要

本システムは，PCと試着した姿を撮影するカメラ，それ

を確認する映像ディスプレイで構成される．ディスプレイ
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を通して試着したユーザの姿を鏡のようにそのまま確認す

る機能に加え，特定の場所・状況といった背景シーンや他

人の姿などと同じ空間にいるように合成して提示し，自分

の姿をそれらに照らし合わせながら確認する機能を持つ．

システムのユーザは，実際に服を試着してディスプレイ

の前に立ち，自分の姿を確認する．そして，その姿を背景

シーンに合成したり，あらかじめ用意した他人の姿や自分

の過去の試着した姿などを隣に並べたりといった機能を活

用する．服装のコーディネートを決める際の要因である，

出かける場所やそこで会う人といったコンテキストとユー

ザが試着した姿とを，映像で直接照らし合わせることがで

きる．

3.2 機能

3.2.1 基本画面

本システムを起動すると，図 1のように表示される．ユー

ザは服を試着し，図 1の中央に表示される映像で自分の姿

を確認する．図 1右側には，機能の選択やサムネイルを表

示するメニューがあり，無線コントローラを使ってサムネ

イルやボタンをクリックすることで機能の実行・切り替え

を行う．

図 1 システム概観

3.2.2 着用シーンに合成

試着した服装に対して，“そのコーディネートで特定の場

所に出かけたとき，周囲からはどのように見られるか”を

確認する機能が，着用シーン合成機能である．この機能を

用いて試着したユーザの姿を合成した様子を図 2に示す．

図 2は，ユーザが試着した姿をファミリーレストランの

背景に合成したものである．試着した服装でファミリーレ

ストランに出かけると，周囲の人からは自分がどのように

見えるかといった着用イメージを提示している．背景シー

ンには，海や公園などの屋外や，レストランや結婚式場な

どの施設などが利用でき，試着するユーザは，着用する目

的やそれを着て出かける場所などに沿った背景を選び，そ

図 2 着用シーンとの合成

こに自分の姿を合成する．ここで，合成時の違和感を軽減

するために，合成の位置や縮尺，背景シーンの照明の明る

さや色合いなどを調整する画像処理を試着をしたユーザ

の姿の画像に施している．また，ユーザがコントローラを

使って，その姿の位置や大きさ，背景シーンのオブジェク

トとの前後関係（見え隠れ）を自由に調整することもでき

る．これらの背景に自分の試着した姿を合成することに

よって，想定している着用シーンにそのコーディネートが

適しているか，周りの人と比較して浮いてしまわないかを

照らし合わせて確認することができる．

また，3.2.3で後述する機能を使って，撮影した過去の試

着のデータを背景シーンに合成することもできる．他人の

姿と自分の姿を背景中に並べれば，その人と一緒に出掛け

たときの様子のシミュレーションになる．

3.2.3 過去の自分や他人の姿との対比

撮影した試着の姿を記録し，図 3のようにそれを再提示

することで，コーディネートの参考にすることができる．

図 3 撮影した試着の再利用

システムは，撮影して記録した過去の試着の姿を，ユー
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ザが試着している姿の隣に並ぶようにして映し出す．例え

ば，自分の後姿を記録して，正面の姿と後姿を同時に見比

べたり，2着以上試着してどちらが好みかを比較したりと

いった確認ができる．また，他人の姿を用意すれば，その

人と会う状況を想定して，相手の姿を意識して試着が可能

になる．

また，この機能で記録した試着は，試着のログとして保

存し，再利用することができる．保存した試着のログは，

図 4のようにメニューを展開して確認することができる．

ユーザは，過去に自分が試着したり買ったりした服，他人

の試着した姿などのデータを随時読み込み，試着の際に活

用する．

図 4 試着した姿のログ

4. プロトタイプの実装

4.1 システム構成

提案システムのプロトタイプを実装した．プロトタイプ

の構成と処理の流れは，図 5のようになっている．プロト

タイプは，PCとそれに接続したディスプレイ，Kinectを

１つずつ用意して構成した．日常生活の試着やアパレル

ショップなどの試着室への導入コストも考慮し，できるだ

けシンプルな構成で実現できるようにしている．ユーザが

使用するコントローラには，小型の無線トラックボールマ

ウスを用いており，ボタンやサムネイルのクリック，試着

した姿の画像をドラッグ＆ドロップする操作などで各機能

を使用する．

試着したユーザの撮影には，Microsoft の Kinect for

XBOX360を用いた．Kinectが撮影した映像を使って，鏡

像を提示することによる試着した姿の確認や，3.2.3や 3.2.2

の機能で用いるような試着した姿を使った重畳表示を実

装している．ソフトウェアは，Visual C#で開発した．ま

た，Kinectの制御には Kinect SDK1.8を，画像処理には

OpenCVSharp 2.4を用いた．メニューやアニメーション

は，WPFを用いて実装した．

図 5 システムの構成と処理の流れ

4.2 試着の撮影と重畳

Kinectは，RGBカメラで撮影した画像を鏡のように提

示する他に，試着をするユーザのボーントラッキングを

行っている．トラッキングにより RGB画像中のユーザの

領域を識別し，試着したユーザの姿のみ切り抜いた画像を

生成する．その画像を，背景シーンなどにアルファブレン

ディングして重畳表示する．

4.3 背景合成時の違和感の軽減

Kinectで撮影・生成したユーザが試着した姿を切り抜い

た画像は，背景シーンの映像に合成される．このとき，よ

り違和感なく合成されているよう見せるため，合成する試

着した姿の画像に，縮尺や位置，色合いや明るさを調整し

ている．

背景シーンごとに，合成される際の大きさや位置は，事

前に設定したパラメータを用いている．また，試着した

ユーザの姿の画像をドラッグ＆ドロップして配置したり，

ホイール操作によって画像の縮尺を調整したりする操作が

可能である．

画像の色合いや明るさの補正は，画像の HSVパラメー

タを用いて，明るさ，色相，彩度のパラメータを変更して

調整した．このパラメータを変換することで，背景シーン

の環境と試着した姿を撮影する環境での，照明環境の違い

による見た目の差異を軽減する．変換のパラメータは，あ

らかじめ背景シーンそれぞれについて個別に設定した．こ

のパラメータは，背景シーンに人の姿を記録したサンプル

画像を重畳表示し，より自然に見えるようパラメータを調

整しつつ画像処理を施し，その際のパラメータを設定した．

5. 提案システムの評価

5.1 試用実験の概要

実装した提案システムのプロトタイプについて，システ

ムの使用感やユーザに与える印象，試着に活用する効果な

どを調査した．
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実験は，被験者にプロトタイプを自由に使用させ，各機

能についての使用感や提示する情報の印象について，アン

ケート・ヒアリングする形式で行った．被験者は，20代か

ら 50代の男女 6名（男性 5名，女性 1名）である．実験の

直前に 10分程度の機能説明と練習の時間を設け，ある程度

なれた状態でシステムを使用させた．背景シーンには，結

婚式場や高級レストラン，電車内などのシーンを用意し，

試着データとしては，被験者の知人や目上の立場の人間の

姿を用意した．

5.2 被験者の意見

被験者から得られたコメントで好意的なものとしては，

「自分の試着した姿を再利用できれば，色違いのもの着て

見比べるようなときにわかりやすく効率的である」「後や

横から映した姿のような鏡では見えない視点から確認する

機能は役に立つ」「アパレルショップなどで使う場合，過去

に試着したものを再利用して前に買った服と試着した服を

比較することもできる」「シーン合成を使うと，服装だけで

なくその状況のシミュレーションになって自分がどう見ら

れるかわかる」といった意見が得られた．

また，改善点や疑問点を指摘する声としては，「他人の

ファッションに合わせて自分の服装変えることはしない」

「シーン合成の際に縮尺を自分で合わせようとすると目安

となるものがなく難しい」「冠婚葬祭のような状況では，

背景に合成しなくても着て行く服装は決められる」などで

あった．

5.3 考察

被験者の意見によると，試着した自分と別の服装をした

自分の姿を比較する使い方や横や後ろ姿を確認する使い方，

特定のシチュエーションにいる自分の姿を確認する使い方

について，好意的な意見が得られた．これらの情報は，従

来の試着の方法で用いられてきた，鏡を使って確認できる

自分自身の姿とは異なる，他人の視点から見た自分の姿を

である．このように，試着の際に客観的な視点から自分の

姿を確認することは，試着を支援するものとして受け入れ

られ，活用されうることを示唆している．

また，第三者の姿を隣に並べる機能や特定のシーンの中

に自分を合成する機能を使った被験者から，「人や背景を

意識して，服装を考え直した方がいいと感じた」という意

見も得られている．本システムは，他人の姿や特定の状況

に自分の姿を照らし合わせて行う試着を実現するものであ

るが，人と会ったときの様子や特定の場所に行った様子の

ような着用イメージを映像で提示することが，試着をする

ユーザに着用シーンを意識させ，コーディネートに影響を

与える効果がみられた．

一方で，被験者から「背景シーンに自分の姿を合成した

結果に違和感がある」との指摘も受けた．試着をしたユー

ザの姿等を合成する際に施す画像処理や，ユーザの姿の撮

影方法の工夫などにより，よりリアリティのある着用イ

メージを提示できるよう改善する必要がある．さらに，背

景シーンに合わせた合成方法（例えば，背景シーンの中の

椅子に座っているよう合成するようなこと）も取り入れて

いくことで，より自然な着用イメージの提示が可能になる

だろう．

6. まとめ

本稿では，場所や人物などの着用時のコンテキストと，

試着をした自分の姿を照らし合わせることのできる試着ミ

ラーシステムについて報告した．背景シーンへの合成や，

過去の自分や他人の姿を隣に並べるといった機能により，

鏡を使って自分の姿を確認する従来の試着方法ではわかり

にくい部分を，よりわかりやすく確認できる．

今後の課題としては，評価実験での指摘に基づくシステ

ムの改善および改良があげられる．試着を記録する際の

操作や背景シーンに合成する際の調整方法などを改良・調

整していく必要がある．また，機能の拡張として，複数の

Kinectを配置して，ユーザの姿を複数の視点から同時に撮

影する機能も取り入れたい．
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